黒字はそのまま用いればよいです。赤字はヒントなので、提出時には削除してください。
実験レポートの構成、文章の書き方、図表の表し方などの作法は、テキストの付録A2.レポート作成時の注意事項に従うこと
1. 目的
活性炭への水溶液中のメチレンブルーの吸着平衡の測定およびLangmuir型吸着等温式による解析を行うことにより、吸着現象に対する理解を深めることを目的とする。吸光光度分析法による溶液中の物質の定量分析を修得する。さらに、・・・・・・・・も目的とする。
上記の「・・・・・・・・」には、自分なりに実験を通して修得したいことなどを書くように
2. 実験手順
2.1 メチレンブルー水溶液の調製
　本文書く

【実験手順の書き方の注意点】

・過去形で書く

・使用した器具を漏れなく必ず本文中に明記する（実験器具の一覧表（リスト）の掲載は不要）
・質量は秤量した実測値を書く

・調製した溶液の濃度の単位は、mol/m3で表記するようにすること
・文章は短く区切って書く
・数字と単位の間には半角スペースをいれる。例）10 cm3
・容量の単位はmlでもよいがcm3（dm3、m3）が望ましい

2.2 吸着実験（仕込み）
　本文書く

2.3 メチレンブルー標準溶液の調製
　本文書く

2.4 メチレンブルー標準溶液の分析
　本文書く

2.5 吸着実験（分析）
　本文書く

2.6 水温の測定
　温度計を用いて吸着実験を行っている溶液の温度を測定した。
3. 結果および考察
3.1 メチレンブルーの検量線の作成
　実験2.1で調製したメチレンブルー水溶液の濃度は、秤量値から計算してxxxx mol/m3であった。表1および図1に、メチレンブルーの検量線のデータとグラフを示す。メチレンブルーの濃度C [mol/m3]と吸光度A [-]について、原点を通るように最小二乗法で求めた直線近似式は、C = xxxx Aであった。
表1を所定のエクセルで作成し、貼りつける。図1（8個のプロットと近似直線）をエクセルで作成し、貼りつける。図と表の表し方には作法があるので、テキストの付録A2.レポート作成時の注意事項の内容に従うこと。
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　メチレンブルー水溶液の濃度

C

と吸光度

A

の関係

C [mol/m

3

]

A [-]

0.002
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0.005

0.01

0.01
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0.02


3.2 吸着等温線
　表2および図2に、活性炭へのメチレンブルーの吸着平衡のデータと等温線を示す。

表2を所定のエクセルで作成し、貼りつける。図2（5個のプロットと計算線）をエクセルで作成し、貼りつける。図2の体裁は実験テキストの図（以下にも例として掲載）にならうこと。
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　活性炭へのメチレンブルーの吸着平衡データ（？℃）

実験 活性炭質量 初濃度 分析試料 分析試料 分析試料 平衡濃度 吸着量

番号

W [kg]

C

0

 [mol/m

3

]

A [-]

濃度
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] 希釈倍率 C [mol/m

3

]

q [mol/kg]

C/q [kg/m

3

]

1
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3.3 Langmuir型吸着等温式による解析
　図3に、活性炭へのメチレンブルーの吸着平衡におけるCとC/qの関係を示す。最小二乗法で直線近似して、(C/q) = xxxx C + xxxx を得た。この直線の傾きおよび切片の値から、平衡定数K = xxxx m3/mol、飽和吸着量qm = xxxx mol/kgを得た。

　図2の活性炭へのメチレンブルーの吸着平衡に、Langmuir型吸着等温線を示す。（続けて考察を書く）
図3をエクセルで作成し、貼りつける。
3.4 吸着実験結果の予測
　求め方を書く
4. 結論

　本文書く
目的の達成状況を書く。関連して、発見したこと、わかったこと、習得したこと、失敗したこと、難しかったこと、などを書く。5行程度でまとめる。

5. 参考文献

1)    
2)    
3)    
本文中に引用した（番号をふった）もののみリストアップすること。

本文中の番号とこのリストの番号を対応させること。

記入例
1) 日本化学会編, 化学便覧 基礎編II,丸善, p. 1315（1966）
参考文献がなしなら、項目5.そのものを削除すること
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